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写経会 毎月（１月２月を除く）第２日曜 時間午後１時～随時（１６時終了）都合付く時間にできます。 

□
桂 

竹
丸 

講
演
落
語
会 

 
演
題 

「ホ
タ
ル
の
母
」 

期
日 
平
成
三
一
年(

20
1
9
) 

四
月
二
九
日
（
月
・
昭
和
の
日
） 

 

時
間 

午
後
一
時
半
～
三
時 

 

会
場 

広
厳
寺 

 

会
費 

五
百
円 

         

〈
桂
竹
丸
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

1
9
5
7

年
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
出
身
、
駒
澤

大
学
卒
、
日
本
テ
レ
ビ
「
お
笑
い
ス
タ
ー

誕
生
」
銀
賞
獲
得
、
当
時
審
査
委
員
長
の

桂
米
丸
師
匠
に
入
門
。
国
立
演
芸
場
「
花

形
演
芸
会
」
銀
賞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸
大

賞
：
最
優
秀
賞
を
受
賞
。19

93

年
真
打

ち
昇
進
。
「
ホ
タ
ル
の
母
」
と
い
う
「
特

攻
」
を
扱
っ
た
落
語
は
異
色
で
あ
る
。
自

ら
の
ル
ー
ツ
を
も
と
に
、
自
分
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
、
鹿
児
島
弁
を
交
え
て
の

熱
演
は
聞
き
応
え
が
あ
る
。 

日
十
八
教
区
両
祖
忌 

於
福
田
應
菴
寺
、

二
一
日
教
区
寺
院
護
持
会
（
於
荒
島
東
岸

寺
）
に
参
加
、
▼
二
四
日
～
十
一
月
日
ま

で
、
愛
知
県
常
清
寺
晋
山
結
制
授
戒
会
（
西

堂
・
戒
師
長
崎
高
臺
寺
住
職
斎
藤
芳
寛
老

師
）
に
随
喜
。
▼
十
一
月
十
一
日
～
十
二

日
会
津
方
面
、
教
区
研
修
旅
行
に
参
加
。 

 

□
副
住
職
（
長
男
孝
純
） 

▼
妻
加
寿
代
と
の
あ
い
だ
に
十
月
十
一 

日
待
望
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
、3244

㌘ 

女
の
子
。
名
前
は
「
佳
穂
」
で
す
。 

        
□
千
眼
寺
住
職
（
二
男
秀
孝
） 

▼
宗
務
庁
主
催
梅
花
流
養
成
所
二
期
目

第
二
回
（
九
月
十
日
～
十
四
日
於
東
京

都
港
区
芝
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
研
修
道
場
）

が
終
了
。
来
年
の
二
月
の
第
三
回
で
全

課
程
を
終
え
、
梅
花
流
四
級
師
範
と
な

る
。
▼
十
八
教
区
寺
院
護
持
会
（
十
月

二
一
日
於
村
上
市
荒
島
・
東
岸
寺
）、
十

一
月
十
一
日
～
十
二
日
会
津
三
観
音
参

拝
と
母
畑
温
泉
の
旅
に
事
務
局
と
し
て

参
加
。 

□
雲
泉
寺
副
住
職
（
三
男
恭
真
） 

▼
七
月
十
日
付
に
て
曹
洞
宗
管
長
江
川

辰
三
大
本
山
總
持
寺
貫
首
猊
下
よ
り
任

副
住
職
及
び
色
衣
被
着
許
可
の
書
類
が

届
き
ま
し
た
。
併
せ
て
後
任
候
補
者
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
▼
十
月
二
十 

お
寺
か
ら
の
お
願
い 

▼
お
墓
に
お
供
え
の
お
菓
子
、
果
物
、
口

を
開
け
た
ワ
ン
カ
ッ
プ
、
日
本
酒
の

瓶
、
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
は
す
ず
め
蜂
が
よ
っ
て
き
て
危
険

で
す
の
で
お
供
え
し
て
お
参
り
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。 

▼
参
道
脇
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
は
、
自
然
ゴ

ミ
（
花
、
草
、
落
葉
、
枯
れ
た
樹
木
類
）

以
外
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
花
を

包
ん
で
あ
る
紙
、
花
を
縛
っ
て
あ
る
ビ

ニ
ー
ル
紐
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
ラ
ッ
プ
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ト
レ
イ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
ナ
イ
ロ
ン
等
や
、
墓
掃
除
の

雑
巾
、
タ
ワ
シ
、
洗
剤
容
器
、
軍
手
、

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
等
は
持
ち
帰
っ
て
燃

え
る
ゴ
ミ
と
し
て
町
の
ゴ
ミ
収
集
車

に
出
し
て
下
さ
い
。
自
然
ゴ
ミ
と
町
に

出
す
ゴ
ミ
の
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。 

注
意 

●
お
盆
十
三
日
夜
の
迎
え
火
（た
き
火
）

は
夏
の
乾
燥
し
た
地
面
、
密
集
し
た
境

内
墓
地
で
は
火
事
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。
又
、
墓
地
に
は

沢
山
の
人
が
お
参
り
に
来
ま
す
、
自
分

の
墓
前
で
あ
っ
て
も
通
り
道
で
あ
っ
た

り
も
し
ま
す
の
で
、
燃
え
た
木
く
ず
で
、

足
が
や
け
ど
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

桂 竹丸師匠 

先
住
忌 

▼
関
川
村
湯
沢
・
松
岳
寺
二
十
二
世
秀
山

文
明
大
和
尚
様
（
高
橋
文
明
老
師
）
の
一

周
忌
法
要
が
十
月
十
四
日
に
厳
修
さ
れ
ま

し
た
。 

▼
村
上
市
岩
沢
・
医
泉
寺
二
十
二
世
天
眞

義
勝
大
和
尚
様
（
菊
地
義
勝
老
師
）
の
三

十
三
回
忌
法
要
が
十
一
月
十
八
日
に
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。 

▼
来
年
は
当
寺
十
八
世
慧
運
洞
光
大
和
尚

（
神
田
洞
光
）
の
十
三
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

六
月
十
日
の
大
般
若
法
要
と
併
せ
て
厳
修

い
た
し
ま
す
。
尚
、
来
年
九
月
二
十
六
日

～
二
十
八
日
の
大
本
山
永
平
寺
参
拝
の
折

り
、
永
平
寺
に
て
供
養
法
要
を
お
勤
め
い

た
し
ま
す
。 

 

■
訃
報 

表
町 

昆 

國
敏
氏 
十
月
十
九
日
逝
去 

享
年
七
十
三 

長
年
寺
役
員
を
務
む
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

神田佳穂です。よろしく

お願いします。 


